
刈谷市施策評価シート(①基本施策推進状況)
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関連する施策の内容（小施策）
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活動
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○

〔1〕 関連する施策の内容（小施策）

準用河川整備率

水辺の憩いの場整備数（河川・池沼）

関連する施策の内容（小施策）

88.6

〔6〕

△

○

〔3〕

〔4〕

〔5〕

雨水貯留浸透施設の年間設置数

地域住民に管理されている河川・池沼数

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

総合治水対策量の達成率

活動

活動

○ 活動

異常気象時にも、浸水被害の不安のない安全で安心な生活をしています。

市民の環境保全の意識が向上し、河川やため池の維持管理に市民が主体的に関わっています。

目標指標達成状況

施策の内容（小施策）

35.9

施策責任者

とりまとめ課

基本施策 14
水資源部長

141 雨水対策課河川の改修

河川・池沼

関係課

目標値

27年 32年

12 13

65.5 50

142

143

144

まちの状態

市民の暮らし

名称 単位
実績値

25年 26年 27年

池沼の整備・保全

治水・雨水対策

水辺空間の利用
めざす姿（生活像）が下記のどの目標
指標と関連しているか表示しています

めざす姿　（生活像）
道路冠水による通行止めが解消され、ライフラインが確保されています。

河川やため池を活用した散策路や水辺空間が整備されています。

【注】 ◎…最終目標達成、○…中間目標達成、●…未達成だが上昇傾向、△…未達成で下降傾向 
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刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 活動 ％

〔2〕

〔3〕

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

32年26年 27年25年

準用河川整備率 89.0 92

現状分析と課題

河川の改修141

事業費　（千円）／（％） 26年度

施策の内容（小施策）

碧南市 安城市

単位

備　考  雨量基準Ｒ１は１時間雨量、Ｒ３は３時間雨量　発表基準が一番高い

R1 : －　R3 : 80

名称

230,200 48.4%

雨水対策課担当課

関係課

27年度 28年度

決算／基本施策内での割合 173,369 44.5% 404,946 66.8%

予算／基本施策内での割合 282,628 54.2% 409,044 60.9%

―

目標値実績値

88.6 88.6

成　果

mm

R1 : －　R3 : 80 R1 : 60　R3 : －

刈谷市

R1 : 70　R3 : －

高浜市知立市

比較項目

西尾市 岡崎市

R1 : 50　R3 : － R1 : －　R3 : 80

単位大雨洪水警報の発表基準

R1 : 50　R3 : －

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

境川･猿渡川水系改修促進同盟会を通
じた二級河川の改修要望 

準用河川の改修の推進 

現状分析 課題の整理 

準用河川草野川改修事業 

現状分析 課題の整理 

・河川改修工事 

  護岸工 94ｍ 

    

・設計業務委託 

  河川実施設計  200ｍ 

  調整池予備設計 2箇所 

幹線排水路の新設・改修の推進 吹戸池排水路整備事業 

 

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

境川･猿渡川水系改修促進同盟会を通
じた二級河川の改修要望 

愛知県が公表した第3次あいち地震対
策アクションプランに基づき、猿渡
川下流の左岸堤防の耐震補強工事を
施工中である。 

準用河川の改修の推進 

現状分析 課題の整理 

準用河川草野川改修事業 

現状分析 課題の整理 

◆吹戸池排水路整備事業については、計画区間の工事が
全て完了したことで排水機能が向上している。 

幹線排水路の新設・改修の推進 
吹戸池排水路整備事業 

 

愛知県が二級河川逢妻川において洪水
調節地を計画し、一部工事着手した。 

◆準用河川の改修率は８９％で、２０河川のうち１４河川
において改修が完了している。 

◆準用河川草野川改修事業については、今後の整備予定で
ある河川の実施設計業務及び調整池２箇所の予備設計並び
に河川改修工事を実施するなど着実に事業を進めている。 

○老朽化した排水路を順次継続的に更新し
ていく必要がある。 

国及び県への要望活動 各１回 

○準用河川未整備区間のうち、草野川の改
修工事を進める。 

○その他の未整備河川についても整備計画
を作成し、改修を進めていく必要がある。 

 河川改修工事 

  護岸工    （H25） 40ｍ 

         （H27） 54ｍ 

  

 設計業務委託 

  河川実施設計 （H26）  80ｍ 

         （H27）  120ｍ 

  調整池予備設計（H27） 2箇所 

・排水路新設工事 

  工事延長（H26）  188ｍ 

      （H27）   581ｍ 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 活動 箇所

〔2〕 ◎ 活動 箇所

〔3〕

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

―

施策の内容（小施策） 142 池沼の整備・保全
担当課 農政課

関係課 雨水対策課・環境推進課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

― ―

決算／基本施策内での割合 ― ― ― ― ―

予算／基本施策内での割合 ― ― ― ―

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

洪水調節機能を付加した池沼数 8 8 9 10

比較項目 保全調節池指定された池沼数 単位 箇所

刈谷市 安城市 知立市 豊田市 ― ―

備　考 境川・猿渡川流域水害対策計画に基づく保全調節池

成　果

現状分析と課題

―

3 0 0 7 ― ―

保全調節池指定された池沼数 0 0 3 7

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

ため池の農業用利水に配慮しつつ、
洪水調整池としての整備を推進 

洲原池、岩ケ池、草野池をはじめと
する北部ため池群の貴重な自然環境
としての保全 

現状分析 課題の整理 

水質汚濁調査事業 

○農業用ため池の水質改善を強く求める地
区について、関係部署と連携を図りつつ改
善策を検討する必要がある。 

洲原池の水質調査（年1回） 

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

ため池の農業用利水に配慮しつつ、
洪水調整池としての整備を推進 

洲原池、岩ケ池、草野池をはじめと
する北部ため池群の貴重な自然環境
としての保全 

現状分析 課題の整理 

水質汚濁調査事業 

○農業用ため池の水質改善を強く求める地
区について、関係部署と連携を図りつつ改
善策を検討する必要がある。 

洲原池の水質調査（年1回） 

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

ため池の農業用利水に配慮しつつ、
洪水調整池としての整備を推進 

洲原池、岩ケ池、草野池をはじめと
する北部ため池群の貴重な自然環境
としての保全 

現状分析 課題の整理 

水質汚濁調査事業 

○農業用ため池の水質改善を強く求める地
区について、関係部署と連携を図りつつ改
善策を検討する必要がある。 

洲原池の水質調査（年1回） 

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

ため池の農業用利水に配慮しつつ、
洪水調整池としての整備を推進 

洲原池、岩ケ池、草野池をはじめと
する北部ため池群の貴重な自然環境
としての保全 

現状分析 課題の整理 

水質汚濁調査事業 

○農業用ため池の水質改善を強く求める地
区について、関係部署と連携を図りつつ改
善策を検討する必要がある。 

洲原池の水質調査（年1回） 

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

ため池の農業用利水に配慮しつつ、
洪水調整池としての整備を推進 

洲原池、岩ケ池、草野池をはじめと
する北部ため池群の貴重な自然環境
としての保全 

現状分析 課題の整理 

水質汚濁調査事業 

○農業用ため池の水質改善を強く求める地
区について、関係部署と連携を図りつつ改
善策を検討する必要がある。 

洲原池の水質調査（年1回） 

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

ため池の農業用利水に配慮しつつ、
洪水調整池としての整備を推進 

洲原池、岩ケ池、草野池をはじめと
する北部ため池群の貴重な自然環境
としての保全 

現状分析 課題の整理 

水質汚濁調査事業 

○農業用ため池の水質改善を強く求める地
区について、関係部署と連携を図りつつ改
善策を検討する必要がある。 

洲原池の水質調査（年1回） 

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

ため池の農業用利水に配慮しつつ、
洪水調整池としての整備を推進 

洲原池、岩ケ池、草野池をはじめと
する北部ため池群の貴重な自然環境
としての保全 

現状分析 課題の整理 

水質汚濁調査事業 

○農業用ため池の水質改善を強く求める地
区について、関係部署と連携を図りつつ改
善策を検討する必要がある。 

洲原池の水質調査（年1回） 

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

ため池の農業用利水に配慮しつつ、
洪水調整池としての整備を推進 

洲原池、岩ヶ池、草野池をはじめと
する北部ため池群の貴重な自然環境
としての保全 

現状分析 課題の整理 

雨水貯留浸透事業 

水質汚濁調査事業 

防災ダム事業 

保全調節池の指定 

洲原池地区防災ダム事業負担金 

 余水吐改良工事 1箇所 

 緊急放流ゲート設置工事 1箇所 

保全調節池の指定を受けた池沼 ３池  

雨水対策マスタープラン策定  

洲原池の水質調査 

（Ｈ25）４回 

（H26）２回 

（H27）1回 

◆洲原池ではため池の耐震対策として補強を行い、洪水調節機
能を付加し、浸水被害を軽減させることができている。 

◆市内９箇所のため池で洪水調節機能を付加することができ、
洪水等による浸水被害を軽減させることができている。 

○岩ヶ池で実施する、防災ダム事業や洪水
調節機能が未設置のため池について、地元
と協力し計画的に進める必要がある。 

○農業用ため池の水質改善を強く求める地
区について、関係部署と連携を図りつつ改
善策を検討する必要がある。 

※３－１ 農業：生産基盤の強化と内容重
複 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 活動 ％

〔2〕 △ 活動 箇所

〔3〕 　

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

施策の内容（小施策） 143 治水・雨水対策
担当課 雨水対策課

関係課 下水道管理課・下水道建設課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

236,427 49.7%

決算／基本施策内での割合 214,284 55.0% 199,233 32.9% ―

予算／基本施策内での割合 235,608 45.2% 258,564 38.5%

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

雨水貯留浸透施設の年間補助件数 35 25 14 50

比較項目 平成２７年度　雨水貯留浸透施設の年間補助件数 単位 件

刈谷市 碧南市 安城市 知立市 高浜市 ―

備　考

成　果

現状分析と課題

―

14 7 39 9 21 ― ―

熊排水機場樋管改修率 0 10.1 41.9 100

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

雨水貯留施設や雨水浸透施設に対す
る補助制度の積極的なＰＲ、治水に
対する市民意識の向上 

現状分析 課題の整理 

北浦、浜田第1排水機場の自家発電
機等の更新 

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

雨水貯留施設や雨水浸透施設に対す
る補助制度の積極的なＰＲ、治水に
対する市民意識の向上 

現状分析 課題の整理 

排水機場改修事業 

北浦、浜田第1排水機場の自家発電
機等の更新 

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

既成市街地の雨水流出の抑制、公共施
設を利用した雨水貯留施設の設置や透
水性舗装の導入 

刈谷市雨水対策マスタープランを策定 

既成市街地の浸水防止、公共下水道
雨水幹線の整備や排水機場の更新 

雨水貯留施設や雨水浸透施設に対す
る補助制度の積極的なＰＲ、治水に
対する市民意識の向上 

・わんさかまつりにおいて、総合治水
についてのＰＲを実施 

・雨水貯留タンク設置 

（Ｈ２７ 市内小中学校２１箇所） 

現状分析 課題の整理 

熊排水機場樋管改修事業 

雨水貯留浸透事業 

二級河川境川流域及び猿渡川流域内
の民間開発における雨水貯留施設の
設置促進 

特定都市河川浸水被害対策法に基づく
雨水浸透阻害行為の許可等の事務 

境川・猿渡川流域総合治水ＰＲ事業 

民間開発による雨水貯留施設の設置 

（Ｈ27 32件） 

雨水貯留浸透事業 

 

吹戸川流域浸水対策事業 

吹戸川流域浸水対策事業 

北浦、浜田第1排水機場の機械設備等
の改修を行い、安定した排水能力を
保持 

雨水幹線管渠整備 

 

雨水貯留浸透施設設置補助事業 

子竿調整池整備 

 

野田公園地下貯留施設整備 

県と覚書及び協定書を締結、河川改修
工事と熊排水機場樋管改修工事の合併
工事を推進 

◆雨水貯留浸透施設及び雨水幹線管渠の整備促進により、
浸水被害の解消と河川への雨水流出量の軽減を図ることが
できている。 

◆排水機場の機械設備等を改修し、安定した排水能力を保持
することにより、浸水被害を未然に防ぐことができている。 

◆総合治水に対するPR活動を行い市民意識の向上に努めて
いるが、雨水貯留浸透施設の設置件数は減少傾向にある。 

○ゲリラ豪雨等による浸水被害の解消を目指し、
雨水貯留施設、雨水幹線管渠の整備を計画的に
推進する必要がある。 

・Ｈ２７補助件数 １４件 

（雨水貯留施設9件、透水性舗装2件、
浄化槽転用雨水貯留施設３件） 

 

○老朽化している排水機場の機械設備もあるた
め、計画的な改修・更新を行い、安定した排水
能力を保持する必要がある。 

○総合治水対策のPRを積極的に実施し、雨水
貯留浸透施設設置補助について、市民の認知度
を向上させ、活用を促すことが必要である。 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 活動 ％

〔2〕 ○ 活動 か所

〔3〕

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

施策の内容（小施策） 144 水辺空間の利用
担当課 雨水対策課

関係課
農政課・下水道管理課・

下水道建設課・環境推進課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

9,358 2.0%

決算／基本施策内での割合 1,684 0.4% 1,953 0.3% ―

予算／基本施策内での割合 2,756 0.5% 3,970 0.6%

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

県営地域用水環境整備事業の整備率 60.7 61.1 61.8 100

比較項目 県営地域用水環境整備事業　施工進捗率 単位 ％

刈谷市 碧南市 高浜市 安城市 ― ―

備　考 県営地域用水環境整備事業関係市町の実施状況

成　果

現状分析と課題

―

71 100 86 67 ― ― ―

水辺の憩いの場整備数（河川・池沼） 8 8 8 11

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

河川やため池の水辺空間の回復や保
全、憩いの場や社会学習の場として
の活用 

河川改修における多自然川づくり 
植生の復元や生物の生育環境の確保 

現状分析 課題の整理 

下水道普及率と水洗化率の向上 
河川やため池への生活廃水の流入抑制 

県営地域用水環境整備事業（中井
筋地区） 

 

 

公共下水道事業（下水道特別会計） 

環境教育実践事業 

水質汚濁調査事業 

農業用利水を活用した水辺空間の整備 
洲原池、岩ヶ池などの水質浄化対策 

準用河川草野川改修事業 

水生生物調査  
    （H２５）小学校３校 ２１７人 
    （H２６）小学校４校 １６９人  
    （H２７）小学校４校 ２３８人  

河川に関する環境講座参加者  
    （H２５）４６人 
    （H２６）６３人 
    （H２７）６１人 

 市内中小河川の水質調査 

10河川及び洲原池において実施 

 

準用河川草野川改修事業として、浸水
被害の解消とあわせて、自然と触れ合
えるように河川を改修 
護岸工 （H25）40ｍ 
    （H27）54ｍ 

 下水道普及率 91.6％ 

水洗化率 81.3％ 

中井筋地区の農業用水再編対策事業と
して、改修した用水路の上部利用に伴
う環境整備 
整備延長護岸工 
 （H２5）938ｍ 
 （H２6）46ｍ 
 （H２7）86ｍ 工事負担金 

 

洲原池の池もみを行い、池内に生息す
る外来種を駆除 

 

 

 

 

市民向けの環境講座や水生生物調査を開催し、市民参加型
の自然環境の確保を図っている。 

○自然環境について、市民の意識向上を図る必要がある。 
○準用河川草野川の法面や、明治用水の管路化された上部 
を有効利用して、生き物や自然と触れ合える憩いの場を創 
造する必要がある。 水路の上部利用に伴う環境整備や多自然型川づくりをおこな

うことにより、水辺環境の質的向上を図っている。 



刈谷市施策評価シート(③基本施策の現状分析と課題と今後の方向性)

今後の方向性

現状分析と課題

課題の整理 現状分析 

◆・・・・ 

◆・・ 

 

◆・・ 

 

◆・・ 

課題の整理 現状分析 

◆小施策１◆準用河川は河川延長の８９％の改修が完了し、
改修未完了の草野川については、改修工事及び設計業務を
着実に推進している。 

◆小施策２◆洲原池の耐震補強を行うとともに、市内９箇
所のため池には洪水調整機能を付加し、洪水等による浸水
被害を軽減させることができている。 

◆小施策３◆公共下水道雨水幹線や雨水貯留浸透施設の整
備等を行い、浸水被害の解消や河川への雨水流出量の軽減
を図っている。 

○ゲリラ豪雨等による浸水被害に対
し、河川整備等のハード整備を計画
的に推進し、合わせてソフト対策も
実施する必要がある。 

 

○総合治水の重要性について市民意
識の向上を図るよう、さらなる啓発
に努めていく必要がある。 

 

○水辺空間の質的向上と活用を図る
必要がある。 

  

河川の改修 

池沼の 

整備･保全 

治水･雨水 

対策 

水辺空間 

の利用 

◆準用河川草野川をはじめとした未改修準用河川の改修推進 

◆二級河川の整備に対する積極的な要望の継続 

◆堤防の耐震化の推進 

◆洪水調整機能の付加による、下流地域の浸水被害の防止 

◆保全調節池としての指定を推進 

 

◆雨水貯留施設及び雨水幹線管渠の計画的な整備の促進 

◆総合治水に対する意識向上のための啓発を実施 

◆安全な水辺の確保 

◆水辺を潤いと憩いのある空間として活用促進 

◆小施策４◆水路上部の環境整備、多自然型川づくりを実
施して、水辺空間の質的向上を図っている。 



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

無 縮小 維持 拡充

担当課 Ⅴ Ⅱ Ⅰ

雨水 Ⅵ Ⅲ

農政 雨水 環境 Ⅶ Ⅳ

雨水 下管 下建 Ⅷ

雨水 農政 下管 下建 環境 Ⅸ

Ⅹ

●構成する主な事務事業

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

雨水対策課

農政課

担当課

今
後
の
方
向
性

終期設定

休止・廃止

凡例
予算対応の考え方

現状維持

改善・効率化

拡充

縮小

施策の内容(小施策)

河川・池沼

関係課

142

基本施策 14

141

143

144

河川の改修

池沼の整備・保全

治水・雨水対策

水辺空間の利用

4

3

普
通

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ2 雨水貯留浸透事業
55,122 10,180 11,000

高
い

50,336 10,179 ―

Ⅰ1
防災ダム事業
（県営防災ダム事業）

13,268 5,360 1,000
高
い

11,268 5,360 ―

池沼の整備・保全

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）

高
い

普
通

高
い

拡充

予算対応
の考え方

担当課
2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

142

4

3

雨水対策課
17,956 139,156 ―

189,850 223,544 ―
高
い

高
い

普
通

高
い

高
い

拡充 Ⅰ

84,871 223,190 ―

普
通

雨水対策課

1 準用河川草野川改修事業
19,000 142,000 148,700

高
い

高
い

完了 ―2 吹戸池排水路整備事業

141 河川の改修

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

担当課

143 治水・雨水対策

雨水対策課

農政課

担当課

雨水対策課

下水道建設課

雨水対策課

4

3

普
通

高
い

高
い

拡充 Ⅰ2 準用河川草野川改修事業
19,000 142,000 148,700

高
い

17,956 139,156 ―

普
通

普
通

普
通

現状維持 Ⅲ1
県営地域用水環境整備事業（中井筋
地区）

2,756 3,970 9,358
普
通

1,684 1,953 ―

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

144 水辺空間の利用

普
通

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ 雨水対策課4 排水機場改修事業
102,500 101,456 100,000

高
い

97,144 96,120 ―

高
い

高
い

高
い

終期設定 Ⅸ3 熊排水機場樋管改修事業
― 64,000 40,658

高
い

― 23,342 ―

普
通

高
い

高
い

完了 ―2 吹戸川流域浸水対策事業
445,104 704,161 　―

高
い

364,237 684,827 ―

普
通

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ1 雨水貯留浸透事業
55,122 10,180 11,000

高
い

50,336 10,179 ―

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性


